
  2024 年度 第 9回運営委員会議事録 

■ 日 時：2025 年 1月 24 日（金） 16：30～17：40  

■ 場 所：サンプラザ 3号館 5階 

■ 出席者：赤井、井上、市山、末岡、藤原、豊高、宮村、中尾（枚方市）丸井 

■ 欠席者：柳谷・ 

■ 議 長：宮村     ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料 

・事務局報告書 

   ・環境教育部会 12月度、1月度定例会報告書及び 2025 年度事業計画案       

   ・自然エネルギー部会第 8回、第 9回議事録及びアンケート項目たたき台 

   ・エコフォーラム 2025 タイムスケジュールと役割分担表  

■ 議案 

1.報告事項 

 ①事務局報告      

②プロジェクトチーム・部会報告   

  ・地球温暖化対策推進チーム報告 

  ・自然エネルギー部会報告  

・環境教育部会報告 

・公共交通部会報告                                              

2.協議事項  

  ・エコフォーラム 2025 について 

・2025 年度 事業計画について 

・理事会・総会の日程について 

・その他 

１．報告事項  

 ① 事務局報告 

  ・会員数については表の通り。 

  ・春季インターンシップだが、関西外語をはじめ、公立大学、近畿大学、摂南の各大

学から計 7名の学生が来ることになった。 

  ・昨日のミニ講座の参加者は 6名だった。加筆をお願いしたい。 

  ・エコ宣言当選者、エコノート継続認定対象者、及びアッチッチサミット参加者への

エコフォーラム参加に案内状の送付を終えた。 

・他は報告書参照 

② プロジェクトチーム・部会報告  

◆地球温暖化防止対策推進チーム報告 

 ・今月 21 日にミーティングを行ったが、議事録を付けられていない。ミーティング

の概要は下記の通り。 

➀シール張りアンケートの項目を、赤井氏からの提案で実施することで合意した。 

➁自然エネルギー部会から新年度事業として、政府の“第 7 次エネルギー基本計

画と温暖化対策”についての講演会を共催という形でやらないかとの申し出を

受け、共催することで合意した。 

③エコ宣言のまとめ報告書の作成に向け検討している。 

 



◆自然エネルギー部会 

・今年度作製を予定している枚方市「再生可能エネルギースポット」紹介パンフに

ついて、第 1 刷の中味がほぼ確定し、報告書に記載の通り商工会議所、及び記載

事業所に報告に行き了承を得たとの報告があった。 

・「自然エネルギー学校」の実施日および工程が報告書にあるような中身で確定した。 

・新年度は講演会を考えている。開催については温暖化対策チームと共催という形

で行いたいと考えている。 

・他は報告書参照 

・次回ミーティングは 2月 20 日に行う。 

◆環境教育部会 

 ・報告書の通りだが、R7 年度の事業計画を立てるにあたって、環境ネットの活動で

環境教育に係る事業については、企画段階からかかわり積極的に企画書も出して

いくことを確認した。 

・次回ミーティングは 2月 8日(土)に行う。    

≪上記報告についての質疑の概要≫ 

・環境教育部会報告の中で 12 月 14 日の「親子自然観察会」でについて、“市の委託

事業”と書かれているが委託事業ではない。あくまでも市の事業であり、講師依

頼を受けたという事だ。「夏休み親子講座」も同じである。 

⇒ 委託事業ではないことを了承した。修正する。 

◆公共交通部会 

   ・部会長から、今年度を以って部会長及び理事を退任するとの申し出がなされた。 

   ・明後日松村先生が愛媛から来られるので、公共交通部会のことも含めた今後のこ

とを相談する予定だ。結果については後日報告する。 

     ⇒ 理事長から、急な話なので改めて場所を変え、時間をとって話をしたいと

の申し出がなされた。 

2．協議事項  

  ➀エコフォーラム 2025 について 

    ・事務局から提示された当日のタイムスケジュールと役割分担について検討した。 

⇒ 意見もなく提案通り承認された。 

・それぞれの役割についてのマニュアルは早急にメールで示すことを確認した。 

・各部署の責任者については 1名挙げさせていただいている。 

   ⇒ 当日その 1名に不測の事態が生じた場合はどうするのか。 

   ⇒ 担当の中からサブリーダーを決めておきたい。 

➁2025 年度事業計画について 先ほど講演会の件、シール張りアンケートの件、環

境教育の推進事業の件など出されたが、他に何か意見はないか。 

   ⇒ エコノートについてだが、費用対効果のことで継続の是非が問われてい

る。しかし、エコノートの参加者と話す機会が生じることで、環境啓発

に繋がると同時に、市民の生の声を聞くことができるという貴重な取り

組みであると思うので継続していきたい。 ⇒ 継続についての賛同が

得られた。 

 ③理事会総会の日程について。・・・時間切れのため、後日総会までの日程調整を

メールで行うこととなった。 

 3．その他 


